
Osgood-Schlatter 病を呈する患者におけるジャンプ動作の検討

【はじめに】
　Osgood-Schlatter 病（以下 OSD）は，10 〜 15 歳

の成長期に発症し , ジャンプ・ストップ・キック・ラン

ニングなどの動作を繰り返し行うスポーツに多い . 1)2）

　今回我々は，OSD 発症者（以下 OSD 群）とOSD

非発症者（以下正常群）の身体所見とジャンプ動作

を比較検討した .

【対象と方法】
　本研究の趣旨に同意を得られた成長期スポーツ選

手 10 名（OSD 群 5 名 , 正常群 5 名）を対象とした .

　身体所見は , 身長 , 体重 , Body Mass Index, 関

節可動域 , 筋タイトネスを測定した .（表 1,2）
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表 1: 対象者の属性
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　動作 計測には , 光 学 式３次元 動作分析 装置

（VICON Motion Systems 社）と床反力計（AMTI

社）を使用し , 標点マーカーは Plug in gait model

とした .（図 1）

　解析は , 床反力計上にて両脚踏切から片脚着地を

一連の動作とし , 着地の床反力垂直成分が最大とな

った試技で行った．また ,下肢関節の関節角度 , 関

節モーメント, 関節パワーと床反力を解析した .

　統計学的分析は , 対応のない T 検定を用いて比

較検討し , 有意水準は 5％未満とした .

【結果】
　床反力後方成分は ,OSD 群 -137.7±71.5N, 正常

群 -64.9±41.8N（P ＜ 0.05）で有意差を認めた .

　足関節負のパワーは ,OSD 群 -2715.6±313.2 

N/kg, 正 常 群 -2192.0±135.9 N/kg（P ＜ 0.05）

で有意差を認めた . それ以外の項目では有意差を

認めなかった . （表3）

図 1: Plug in gait model　標点マーカー 
       （下肢・体幹・頭部）23 点　

表 2: 関節可動域と下肢タイトネスにおける平均値の検定
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表 3:OSD 群と正常群との床反力 , 関節角度 , モーメント , パワーにおける平均値の検定
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【考察】
　諸家の報告では ,OSD 患者の動作中における後

方重心の原因に足関節背屈・股関節屈曲制限が挙

げられている . 3) 4）しかし , 今回の結果ではジャン

プ着地時に足関節背屈・股関節屈曲角度で両群間

に有意差がなかった . 今後は , 関節角度ではなく

筋力低下の影響を検討していく必要性もあると考

える .

【結語】
　OSD 群と正常群でジャンプ着地動作を比較し

た結果 ,OSD 群の重心が後方に位置し足関節負の

パワーが増大していた .　
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